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用語の定義 

・バリアフリー法： 高齢者，障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（平

成 18年 6月 21日法律第 91号，改正 平成 18年 6月 21日法

律第 92号）をいう。 

・特定建築物： バリアフリー法第 2 条第 16 号に規定する学校，病院，劇場，

観覧場，集会場，展示場，百貨店，ホテル，事務所，共同住宅，

老人ホームその他の多数の者が利用する建築物等をいう。 

・特別特定建築物： バリアフリー法第 2条第 17号に規定する特別支援学校，官公

舎等の不特定かつ多数の者が利用し，又は主として高齢者，

障害者等が利用する特定建築物であって，移動等円滑化が特

に必要なものをいう。 

・建築物移動等円滑化基準： バリアフリー法第 14 条第 1 項に規定する移動等円滑化のた

めに必要な建築物特定施設の構造及び配置に関する基準をい

う。 

・建築物移動等円滑化誘導基準： バリアフリー法第 17 条第 3 項第一号に規定する建築物移動

等円滑化基準を超え，かつ，高齢者，障害者等が円滑に利用

できるようにするために誘導すべき建築物特定施設の構造及

び配置に関する基準をいう。 

・主要な経路： バリアフリー法第 18 条第 1 項に規定する「移動等円滑化経

路」をいう。 

・利用居室： バリアフリー法第 18 条に規定する不特定かつ多数の者が利

用し，又は主として高齢者，障害者等が利用する居室をいう 
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１．資料の目的 

 

北海道大学は，第三期中期計画において，全ての学生に教育の機会が公平に提供されるキ

ャンパスを目指して，「平成２９年度までにバリアフリー整備計画を策定し，ユニバーサル

デザインに配慮したキャンパスに整備する」ことを掲げている。 

 

平成２９年度バリアフリー整備計画を策定するためには，本学の現状と問題点を正確に

把握するための現地調査が重要な取組みである。 

また，効果的な整備計画を立案するには，優先順位の高い施設を選択して計画的・効率的

に現地調査を推進することも重要である。 

 

平成２９年度の年度計画の最終成果品となる『バリアフリー整備年次計画』だけでなく，

現地調査結果の基礎資料と整備計画策定業務の経緯等を整理して，今後の継続的な現地調

査業務のガイドラインとなるよう関係資料を取りまとめた。 

 

 

２．業務の概要 

 

１）効率的な調査及び効果的な整備計画のための方策 

① 施設種別の優先順位                        【資料１】 

利用頻度と公開性の高さにより，福利施設・一般開放公開施設である学生食堂や図書

館等の多くの学生が利用している施設を優先して調査 

    

② 施設部位別の優先順位 

  主たる利用者である学生教職員のスムースな移動が可能となるように，屋外通路，ス

ロープ，てすり，並びにアメニティ向上のための多目的トイレ等の施設部位を優先し

て調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【資料１】既存施設の改善整備 優先順位 

（一般的な学生等の視点で検討）

高

学外来訪者・学内構成員
ともに多く人数も大

3

4 5 6

全学共通施設
（講義室・図書館等）

7

福利厚生施設
（食堂・売店等）

学外来訪者が多く人数は大 2

3

入試等で使用する施設
（入試使用講義室等）

4 5 6

学内構成員が多く人数は小 1

3 4

研究室・院生室・実験室

5

低 1 2 3 4 高

年１・２回程度 開館時・イベント時 毎週～毎日 ほぼ毎日

公
開
性

利用頻度

※　マトリックス内の数字は利用頻度，公開性に応じた点数付けを合算した数値。
　　大きいほど優先的に整備する目安とする。要望や緊急性があった場合など，個々の施設や実情を勘案し，個別の判断が必要な場合は適宜対応する。
　　研究・実験施設については，該当者がいた場合，随時整備を行うこととする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考：名古屋大学キャンパスユニバーサルデザインガイドライン2015）

既存施設の改善整備　優先順位

研究・実験施設
共同研究室
共同実験室

一般開放する公開施設
（学術交流会館・クラーク会館等）
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２）「バリアフリーに関するチェックシート（建物編）」の策定 

① チェックシート                          【資料２】 

効率的な調査が可能となるよう, バリアフリー法による「建築物移動等円滑化基準」

と施設部位別優先順位の考え方に基づきチェックシート（標準様式）を作成 

 

② 判定フローチャート                        【資料３】 

判定の統一性を確保するために，評価基準を明確にした判定フローチャートを作成 

  「○」： 整備基準に適合している状況 

「×」： 整備基準に適合していない状態，速やかに改善が必要な事項 

「－」： 整備基準による設置義務はないが，設置することが望ましい事項 

「／」： 判定対象となる設備が無い事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【資料３】判定フローチャート 

バリアフリーに関するチエックシート（建物編） 現地調査シート

180205

調査年月日 棟番号 調査者

施設部位等 判定 特記事項

1．通  路 (メイン道路から出入口まで)  （主たる出入口は何階か）　　　　　　　　階

 （現　況）

cm　

 （歩車道）　 

 （歩　道）

 （高　さ）　　　　　 cm　

 （場　所）　　　　　

 （台　数）　　　　　 台分

 （幅　員）　　　　　 cm　

 （方　式）

   

 　 　　　　　　 　

 　 　　　　 　

 　

 　　　　　　 　

 　 　　　 　　　

部局等名 棟名称

点検項目 現況（チェック欄）

①

出入口までの通路は，車いす使用者等がが

安全に通行できるようになっている

（歩車道の分離又は区画表示等）  （歩道がある場合その幅員）

②
歩車道及び歩道の路面は滑りにくい仕上げに

なっている

・アスファルト舗装

・タイル（インターロッキング含）

・その他（　　　　　　　　　　　　）

・アスファルト舗装

　

　  

　

・タイル（インターロッキング含）

・その他（　　　　　　　　　　　　）

③ 出入口までの路面に段差（２cm超）がない

④

身障者用駐車場(幅３５０cm以上）が設置され

ている

（専用の標示があるもの）

⑤

（任意設置）

出入口までの路面にロードヒーティングが設

・電気式

・温水式（不凍液）

　　　　　　　　　　　　

【資料２】バリアフリーに関するチェックシート（建物編）標準様式 

ない

その施設の立地条件等を考慮して必要な設備か

ある　

必要であるが設備がない

任意

円滑化基準

判定

状態は良好 状態は不良 設備がない

任意設置の状態で判定

設備がない

任
意
設
置

設備はあるが

改善する必要

がある

対象設備がな

いので，判定の

対象とならない

※任意の設備が設置されてある
※任意の設備だが，今後若干の

改善により良好になる
※任意で設備がない状態を示す

設備が設置さ

れてある

※必要がない設備であり判定の

対象としない

判定の考え方

施
設
部
位
等

※例えば，平屋立ての場合は昇降機は必要性ない

　　棟続きで隣接建物にその設備がある場合は必要ない

そこには必要が

ない設備である

点
検
項
目

設備はあるが

改善する必要

がある

点検項目に該

当する設備が

ない

必要がなく点検

の対象とならな

い

※改善事項がなく，安全な状態 ※改善措置が必要な状態
※今後若干の改善により安全に

なる
※判定する設備がない状態を示す

※必要がない設備であり判定の

対象としない

設備があるか

判定のフロー

設備の状態

必要であるが

設備がない ”×”

良好 ”○” 不良 ”×” 改善が必要 ”△” 設備なし ”－”

設備がある”○” 必要がない ”／”

設備の必要性

必要がない ”／”

設置の必要性

設備がある ”○” 改善が必要 ”△” 設備なし ”－” 必要がない ”／”
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３）既存施設の現地調査 

① 対象施設調査集計表                        【資料４】 

「バリアフリーに関するチェックシート（建物編）」に基づき現地調査を実施し，建

物別・施設部位毎に整備基準の判定結果を「バリアフリーに関する調査集計表」とし

て整理 

 

② 対象施設個別チェックシート＋現地確認記録写真           【資料５】 

・整備基準に基づき施設部位毎の判定結果を記録，また，現地調査時に長さ･幅･勾配等

の各測定値や仕上げ等の種別を記録したシート 

・現地確認記録写真 

現地調査時の全体状況や個別施設部位毎の状況，また，長さ･幅･勾配等の各測定値や

仕上げ等の状況を記録した写真付きシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

180122

［％］

団地名 札幌１ 札幌１ 札幌２ 札幌２ 札幌１ 札幌２ 札幌２ 札幌２ 札幌２ 札幌２ 札幌２ 札幌１ 札幌１ 札幌１ 札幌２ 札幌２

棟番号 830 831 232 805 551 201 202 204 206 231 231 106 111 401 121 251

棟名称 中央食堂

ファカルティハ

ウス　エンレイソ

ウ

北部食堂（福利

厚生会館）

北キャンパス食

堂
図書館本館 E棟 N棟

(204)示範・

(205)ラーニング

シアター

中講義室（Ｓ棟）
北図書館（旧

館）

北図書館（新

館）
百年記念会館 学術交流会館 クラーク会館 遠友学舎 情報教育館

○

良好

×

不良

△

改善必要
合計

点検項目の

整備率

〇／合計

用　途
①福利厚生施

設

①福利厚生施

設

①福利厚生施

設

②全学共通施

設

②全学共通施

設

②全学共通施

設

②全学共通施

設

②全学共通施

設

②全学共通施

設

②全学共通施

設

③一般開放・公

開施設

③一般開放・公

開施設

③一般開放・公

開施設

③一般開放・公

開施設

③一般開放・公

開施設

○

ある

—
ない

合計

任意設置の

整備率

〇／合計

1．通路 (メイン道路から出入口まで) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 13 100

① × ○ ○ ○ ○ △ ／ ／ ○ ○ ／ ○ △ × ○ △ 8 2 3 13 62

② ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 0 13 100

③ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ 13 0 0 13 100

④ × × × × ○ × ／ ／ × × ／ × △ × × ○ 2 0 1 3 67

⑤ － ○ － － － － ／ ／ － － ／ ○ － － － ○ 3 10 13 23

２．スロープ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ／ 10 0 10 100

① ○ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ／ 10 0 0 10 100

② × ／ ○ ／ ○ ○ ／ × － ○ ／ ／ △ × ○ ／ 5 3 1 9 56

③ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ／ 10 0 0 10 100

④ ○ ／ ○ ／ △ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ／ 9 0 1 10 90

⑤ － ／ － ／ ○ ○ ／ － － － ／ ／ － ○ △ ／ 3 0 1 4 75

⑥ ○ ／ ○ ／ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ／ 10 0 0 10 100

⑦ ○ ／ ○ ／ ○ △ ／ － ○ ○ ／ ／ ○ ○ ○ ／ 8 0 1 9 89

⑧ × ／ × ／ ○ ○ ／ － × ○ ／ ／ × ○ × ／ 4 5 0 9 44

施設部位等 点検項目

○

ある

×

ない

施設部位の

設置率

○／合計

合計

スロープの入り口に段差（２cm超）がない

バリアフリーに関する調査集計表

出入口までの通路は，車いす使用者等が

が安全に通行できるようになっている

（歩車道の分離又は区画表示等）

歩車道及び歩道の路面は滑りにくい仕上

げになっている

出入口までの路面に段差（２cm超）がない

身障者用駐車場(幅３５０cm以上）が設置

されている

（専用の標示があるもの）

（任意設置））

出入口までの路面にロードヒーティング設

置がされている

　

スロープに手すりを設置している

（勾配１/１２以下で高さ１６cm以下，又は１

/２０以下の傾斜部分は免除）

スロープの周辺には自転車等で妨げられ

ない工夫がされている

幅が１２０cm以上ある

（階段併設の場合は９０cm以上）

勾配１/１２以下になっている

（高さ１６cm以下は，勾配１/８以下）

高さが７５ｃｍを超える場合は，高さ７５cm

以内ごとに踏幅１５０cm以上の踊場を設け

ている（勾配が1/20以下の場合は免除）

スロープは滑りにくい仕上げになっている

スロープ途中で水が溜まったり，タイルが

割れたりしているところがない

【資料４】バリアフリーに関する調査集計表 

札幌１-106

バリアフリーに関するチエックシート（建物編） 用途 2017(H29) 9 13 水

部局等名 棟番号

本部 106

施設部位等 判定

1．通路 (メイン道路から出入口まで) ○ 2 階 ・・・

 （現況）

（幅員） 450

（歩車道）

その他を記入

（歩道）

その他を記入

（高さ）

（場所）

（台数）

（幅員）

（方式）

その他を記入

２．スロープ ／ 2

① ／ （高さ）

（高さ）

（材質）

（内法幅）

（階段併設）

参考：勾配

　1/12＝約４.８度

　1/8 ＝約７.１度

　1/20＝約２.９度

③一般開放・公開施設

④

身障者用駐車場(幅３５０cm以上）が設

置されている

（専用の標示があるもの）

×

台分
車道に掛からない位置に２台

程度の駐車スペースがある
ｃｍ

⑤

（任意設置）

出入口までの路面にロードヒーティング

が設置されている

○

電気式

特記事項

①

案その８

調査年月日

団地名 棟名称 調査者

札幌１ 百年記念会館 澤口

③
出入口までの路面に段差（２cm超）がな

い
○

ｃｍ

ｃｍ

②
歩車道及び歩道の路面は滑りにくい仕

上げになっている
○

タイル（インターロッキング含）
ブリッジ部分の床タイルがや

やすべる。

点検項目 現況（チェック欄）

出入口までの通路は，車いす使用者等

が安全に通行できるようになっている

（歩車道の分離又は区画表示等）

○
ブリッジ

建物の何階を主たる出入口としたか⇒
2．スロープ

3．出入口

４．屋内階段に共通

階を主たる出入口としている

③
幅が１２０cm以上ある

（階段併設の場合は９０cm以上）
／

ｃｍ

スロープの入り口に段差（２cm超）がな

い
ｃｍ

②

スロープに手すりを設置している

（勾配１/１２以下で高さ１６cm以下，又

は１/２０以下の傾斜部分は免除）

／

ｃｍ

①

③

１．通路 出入口までの通路は，車いす使用者等が安全に通行できるようになっている

・出入り口まで専用の通路（ブリッジ）になっている ・現在、専用駐車場は設置されていない

・床面はタイル仕上げ、中央部分はロードヒーティングされている ・車道とブリッジの間は、専用駐車場が設置可能な緩衝エリアがある

･専用駐車場の設置が必要（２～３台分のスペースがある）

・通路に段差は無い

３．出入口 出入口の幅は80cm以上ある

・出入り口は自動扉（引き戸）

・出入り口の幅、１０５ｃｍ

・出入り口の外側は屋根がある

【資料５】個別チェックシート＋現地確認記録写真 



4 

 

４）バリアフリー整備年次計画                      【資料６】 

① バリアフリー整備年次計画のまとめ方 

整備年次計画については，本来，(1)整備予定年度，(2)所要額，(3)財源の種別等を

整理する必要がある。 

しかしながら，現状では整備計画の具体的な整備年度，及び財源の種別を確定するこ

とは不可能なことから，施設整備の優先順位の考え方や，緊急度等を基に整理し，整

備予定年度に替え，短期的対応，中長期的対応として一覧表にまとめた。 

また，具体の障害をもつ学生の入学等があった場合は，臨機に対応することを『バリ

アフリー施設環境整備計画２０１７』の本文に明記しておくこととした。 

 

② 改善工事費を算出した項目                     【資料７】 

・通路の安全確保（区画線表示，身障者用駐車場の設置） 

・スロープの手すり 

・出入口の扉 

・出入口階段の手すり 

・屋内階段の手すり 

・身障者用トイレの扉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．出入口までの安全な通路（歩車道の分離、又は区画線表示等）の確保

２．身障者専用駐車場（幅３５０ｃｍ以上、専用表示がある）の確保　　「管理部局の最終確認必要」

建物名称
通路
評価

駐車場
評価

改善工事の内容
備 考　（概算工事金額）
直工×経費率×1.08　円

１．百年記念会館 ○ ×
１．通路区画線
２．身障者用駐車スペースの区画線（標識看板設置共）

314,000

２．学術交流会館 △ ×
１．通路区画線
２．身障者用駐車スペースの区画線（既存あり）補修

164,000

３．クラーク会館 × ×
１．歩道の切り下げ（縁石共）
２．通路区画線
３．身障者用駐車スペースの区画線（標識看板設置共）

1,018,000

４．中央食堂 × ×
１．歩道の切り下げ（縁石共）
２．通路区画線
３．身障者用駐車スペースの区画線（標識看板設置共）

373,000

５．エンレイソウ ○ × １．身障者用駐車スペースの区画線（標識看板設置共） 153,000

６．遠友学舎 ○ ×
１．歩道の切り下げ（縁石共）
２．横断歩道　設置
３．身障者用駐車スペースの区画線（標識看板設置共）

441,000

７．Ｅ棟 △ ×
１．通路区画線
２．身障者用駐車スペースの区画線（標識看板設置共）

177,000

　　 　

　 　

平成29年度　バリアフリー整備計画 （屋外通路・身障者用駐車場）   

【資料７】改善工事費を算出した項目 

バリアフリー整備年次計画
団
地
区
分

公
開
性

利
用
頻
度

緊
急
度

総
合
優
先
度

該当場所 項　　目 対 応 策

短
期
的
対
応

中
長
期
的
対
応

備　考

札幌1 3 4 中央食堂
出入口までの通路である歩道が途切れて
いる、また、歩道に段差がある

歩行者通路の区画線表示、及び、歩道の
段差解消

○

札幌1 3 4 中央食堂
出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備方法、整備･維持管理に必
要な財源の検討が必要

札幌1 3 4 中央食堂
身障者用駐車場(幅３５０cm以上）が設置
されていない

身障者用駐車場(幅３５０cm以上）を設置 ○

札幌1 3 4 中央食堂
玄関スロープに手すりが設置されていな
い

スロープに手すり設置 ○

札幌1 3 4 中央食堂
玄関スロープにロードヒーティングが設置
されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備方法、整備･維持管理に必
要な財源の検討が必要

札幌1 3 4 中央食堂
玄関出入口の階段に手すりが設置されて
いない

階段に手すり設置 ○

札幌1 3 4 中央食堂
出入口の階段にロードヒーティングが設置
されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備方法、整備･維持管理に必
要な財源の検討が必要

札幌1 3 4 中央食堂
玄関出入口の扉が引き戸（自動ドア）に
なっていない

出入口扉改修 ○

　

　

【資料６】バリアフリー整備年次計画 
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バリアフリーに関するチエックシート（建物編） 現地調査シート

180205

調査年月日 棟番号 調査者

施設部位等 判定 特記事項

1．通  路 (メイン道路から出入口まで)  （主たる出入口は何階か） 階

 （現　況）

cm　

 （歩車道）　

 （歩　道）

 （高　さ） cm　

 （場　所）

 （台　数） 台分

 （幅　員） cm　

 （方　式）

２．ス ロ ー プ

①  （高　さ） cm　

 （高　さ）　　　　 cm　

 （材　質）

 （内法幅） cm　

 （階段併設） 　有　　　・ 無

 （勾　配） 度

 （高　さ） cm

 （踏　幅） cm

 （高  さ） cm

 （仕　上）

⑦  （現　況）

⑧  （措置内容）

 （方　式）

スロープの周辺には自転車等で妨げられ
ない工夫がされている

⑨
（任意設置）
スロープ床面にロードヒーティングが設置
されている

・電気式

・温水式（不凍液）

・その他（ ）

⑥ スロープは滑りにくい仕上げになっている

・アスファルト舗装

・タイル（インターロッキング含）

・その他（ ）

スロープ途中で水が溜まったり，タイルが
割れたりしているところがない

③
幅が１２０cm以上ある
（階段併設の場合は９０cm以上）

④
勾配１/１２以下になっている
（高さ１６cm以下は，勾配１/８以下）

⑤

高さが７５ｃｍを超える場合は，高さ７５cm
以内ごとに踏幅１５０cm以上の踊場を設
けている
（勾配が1/20以下の場合は免除）

⑤
（任意設置）
出入口までの路面にロードヒーティングが
設置されている

・電気式

・温水式（不凍液）

・その他（ ）

参考：勾配
　1/12＝約４.８度
　1/8 ＝約７.１度
　1/20＝約２.９度

スロープの入り口に段差（２cm超）がない

②
スロープに手すりを設置している
（勾配１/１２以下で高さ１６cm以下，又は
１/２０以下の傾斜部分は免除）

・タイル（インターロッキング含）

・その他（ ）

③ 出入口までの路面に段差（２cm超）がない

④
身障者用駐車場(幅３５０cm以上）が設置
されている
（専用の標示があるもの）

部局等名 棟名称

点検項目 現況（チェック欄）

①
出入口までの通路は，車いす使用者等が
が安全に通行できるようになっている
（歩車道の分離又は区画表示等）  （歩道がある場合その幅員）

②
歩車道及び歩道の路面は滑りにくい仕上
げになっている

・アスファルト舗装

・タイル（インターロッキング含）

・その他（ ）

・アスファルト舗装

1
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バリアフリーに関するチエックシート（建物編） 現地調査シート

180205

調査年月日 棟番号 調査者

施設部位等 判定 特記事項

部局等名 棟名称

点検項目 現況（チェック欄）

３．出  入  口

 （高　さ）　　　　 cm　

 （材　質）

　　蹴上　　　　　　踏面　　　　　　段

 （階　段）

②  （仕上材）

③  （内法幅） cm　

 （開閉方式）

 （駆動方法）

⑤  （水平部分） cm　

⑥  （設置状況）

⑦  （設置状況）

 （方　式）

４．屋内階段 （出入口近辺の主たる屋内階段）

 （材　質）

 （現　況）

②  （仕上材）

③  （現　況）

５．屋内ス ロ ー プ

 （高　さ）　　　　 cm　

 （材　質）

 （内法幅）　　　　　　 cm　

 （階段併設） 　有　　　・　　　無

 （勾　配）　　　　　 度

 （高　さ）　　　　 　 cm

 （踏　幅） cm

 （高  さ） cm

⑤ （仕　上）

⑥ （現　況）

参考：勾配
　1/12＝約４.８度
　1/8 ＝約７.１度

①
スロープに手すりを設置している
（勾配１/１２以下で高さ１６cm以下の傾斜
部分は免除）

②
幅が１２０cm以上ある
（階段併設の場合は９０cm以上）

③
勾配１/１２以下になっている
（高さ１６cm以下は，勾配１/８以下）

④

①
手すりが設置されている
（踊場を除く）

床面は滑りにくい仕上げになっている

段が識別しやすくなっている
（踏面の端部とその周囲の部分との色の
明度，色相又は彩度の差が大きい）

高さが７５ｃｍを超える場合は，高さ７５cm
以内ごとに踏幅１５０cm以上の踊場を設
けている

スロープは滑りにくい仕上げになっている

前後の廊下等と識別しやすい仕上げと
なっている

扉の前後に水平部分を設けている
（１５０cm以上）

出入口に雨よけ（庇等）がある

出入口の近辺に，昇降機及び便所の場所が容
易に確認できる案内板等が設置されている

⑧
（任意設置）
出入口の階段にロードヒーティングが設置
されている

・電気式

・温水式（不凍液）

・その他（　　　　　　　　　　　　）

①
出入口の階段に手すりを設置している
（階段　蹴上×踏面×段数）

（　　　　）cm×（　　　　）cm×（　　　　）

階段の床面は滑りにくい仕上げになって
いる

出入口の幅は８０cm以上ある

④
車いす使用者等が容易に開閉して通過で
きる戸となっている

・開き戸　　　　　　　　・引き戸

・その他（　　　　　　　　　　　　）

・自動　　　　　　　　　・手動

2
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バリアフリーに関するチエックシート（建物編） 現地調査シート

180205

調査年月日 棟番号 調査者

施設部位等 判定 特記事項

部局等名 棟名称

点検項目 現況（チェック欄）

６．昇　降　機 （２階建て以上の場合）

（標識の形状） ・文字

・ピクトグラム

・文字 ＋ ピクトグラム

②  （内法幅） cm　

③  （かごの奥行き） cm　

 （以下の場合） 　　　　cm　× cm

 （段　差） 　有　　　・ 無

⑤

⑥  （点字表示） 　有　　　・ 無

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫  （距　離） ｍ

かご内に停止予定階，現在位置の表示装
置を設けている

乗降ロビーに昇降方向の表示装置を設け
ている

足下の視野を確保できるミラーが設置さ
れている

かご内に到着階，出入口閉鎖を知らせる
音声装置を設けている

かご内及び乗降ロビーにかごの昇降方向
を知らせる音声装置を設けている

フロアの最も遠い部分からの距離が６０m
以内である

出入口幅は８０cm以上ある

かごの奥行きは１３５cm以上ある

④
乗降ロビーは水平で，１５０cm×１５０cm
以上ある
（段差の有無）

かご内及び乗降ロビーに車いす使用者が
利用しやすい制御装置を設けている

制御装置は視覚障害者が円滑に操作で
きる（点字表示）

① 近辺に標識が設置されている

3
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バリアフリーに関するチエックシート（建物編） 現地調査シート

180205

調査年月日 棟番号 調査者

施設部位等 判定 特記事項

部局等名 棟名称

点検項目 現況（チェック欄）

 （箇所数）

設置場所のどこを
確認したか　⇒

階  （設置場所）

 （標識の形状） ・文字

・ピクトグラム

・文字 ＋ ピクトグラム

 （開閉方式） ・開き戸　　　　　　　　・引き戸

・折り戸

 （駆動方法） ・自動　　　　　　　　　・手動

③  （幅）　　　　　　 ｃｍ

④  （空　間）   　　　　cm　×　　　　　cm

⑤  （空　間）
　　　Ｗ　　　　　　Ｄ

  　　　　cm　×　　　　　cm

 （高　さ）　　　　 ｃｍ

 （便座種別） ・洗浄便座　　　　　　　　・暖房便座

・普通便座

 （手すり） 　有　　　・　　　無

⑦  （仕上材）

 （種　別）

⑨  （発報先）

⑩  （現　況）

⑪  （現　況）

 （高　さ）　　　　 cm　

 （水栓の型式）　　　　

⑬  （距　離） ｍ

⑭  （現　況）

⑮ 　  （現　況）

⑯  （現　況）

８．その他

緊急呼び出しボタンの作動点検を行って
いる

手すりの点検を行っている

（バリアーになっ
ているもの）

⑫
洗面台が設置されている
（高さ７０cm程度）

出入口前には車いすが転回できる空間が
ある　（１５０cm×１５０cm以上）

トイレ内は，車いす使用者の利用に十分な空間
が確保されている
（２００cm×２００cm以上）

⑥
車いす使用者が利用しやすい，腰掛便
座，手すり等が適切に設置されている
（便座の高さ　４０～４５cm程度）

床面は滑りにくい仕上げになっている

⑧

７．身障者用トイレ

① トイレの近辺に標識が設置されている

② 出入口は引き戸になっている

・自動水栓　　　　　　　　・レバー

・普通水栓（ハンドル）

フロアの最も遠い部分からの距離が５０m
以内である

清掃は行きとどいている

・棚　　　　　　　　　　・フック

・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

緊急呼び出しボタンが設置されている

緊急呼び出しボタンは転倒した場合にも使用で
きるように，床面に近いところにも設置されてい
る

便器洗浄ボタンは，立位，座位（便座から，車い
すから）で押せるようになっている

トイレ内に荷物置き場またはフックが設置
されている

出入口幅は８０cm以上ある

4
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○
○

○
○

○
1
1

2
0

1
3

8
5

⑭
○

○
－

／
○

○
○

／
○

△
○

△
○

○
○

×
1
0

1
2

1
3

7
7

⑮
×

×
－

／
○

×
×

／
×

○
○

×
×

×
×

×
3

1
0

0
1
3

2
3

⑯
×

×
－

／
×

×
×

／
×

×
×

×
×

×
×

×
0

1
3

0
1
3

0

８
．

そ
の

他

床
点

検
口

が
内

部
に
あ
り
，
ロ
ッ
ク

が
が

が
り
づ
ら

い
。

ト
イ
レ
の
便
座
が

洗
浄
タ
イ
プ
で
な

い
。

（
バ
リ
ア
ー
に
な
っ
て

い
る
も
の
）

暖
房
便
座
で
な

い
。

自
動
照
明
で
な

い
。

５
．

屋
内

ス
ロ

ー
プ

施
設
部
位
等

点
検

項
目

○ あ
る

× な
い

制
御

装
置

は
視

覚
障

害
者

が
円

滑
に
操

作
で
き

る
（
点

字
表

示
）

か
ご
内

に
停

止
予

定
階

，
現

在
位

置
の

表
示

装
置
を
設
け
て
い
る

施
設
部
位
の

設
置
率

○
／
合
計

合
計

（
任

意
設

置
）
）

出
入

口
の

階
段

に
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

設
置

さ
れ
て
い
る

ス
ロ
ー
プ
は

滑
り
に
く
い
仕

上
げ
に
な
っ
て
い
る

前
後

の
廊

下
等

と
識

別
し
や

す
い
仕

上
げ
と
な
っ

て
い
る

ス
ロ
ー
プ
に
手

す
り
を
設

置
し
て
い
る

（
勾

配
１
／

１
２
以

下
で
高

さ
１
６
c
m
以

下
の

傾
斜

部
分

は
免

除
）

幅
が

１
２
０
c
m
以

上
あ
る

（
階

段
併

設
の

場
合

は
９
０
c
m
以

上
）

勾
配

１
/
１
２
以

下
に
な
っ
て
い
る

（
高

さ
１
６
c
m
以

下
は

，
勾

配
１
/
８
以

下
）

高
さ
が

７
５
ｃ
ｍ
を
超

え
る
場

合
は

，
高

さ
７
５
c
m

以
内

ご
と
に
踏

幅
１
５
０
c
m
以

上
の

踊
場

を
設

け
て
い
る

ト
イ
レ
内

は
，
車

い
す
使

用
者

の
利

用
に
十

分
な

空
間

が
確

保
さ
れ

て
い
る

（
２
０
０
c
m
×

２
０
０
c
m
以

上
）

車
い
す
使

用
者

が
利

用
し
や

す
い
，
腰

掛
便

座
，

手
す
り
等

が
適

切
に
設

置
さ
れ

て
い
る

（
便

座
の

高
さ
　
４
０
～

４
５
c
m
程

度
）

床
面

は
滑

り
に
く
い
仕

上
げ
に
な
っ
て
い
る

ス
ロ
ー
プ
の

入
り
口

に
段

差
（
２
c
m
超

）
が

な
い

緊
急

呼
び
出

し
ボ
タ
ン
は

転
倒

し
た
場

合
に
も
使

用
で
き
る
よ
う
に
，
床

面
に
近

い
と
こ
ろ
に
も
設

置
さ
れ
て
い
る

か
ご
内

に
到

着
階

，
出

入
口

閉
鎖

を
知

ら
せ

る
音

声
装

置
を
設

け
て
い
る

階
段

の
床

面
は

滑
り
に
く
い
仕

上
げ
に
な
っ
て
い

る 出
入

口
の

幅
は

８
０
c
m
以

上
あ
る

車
い
す
使

用
者

等
が

容
易

に
開

閉
し
て
通

過
で

き
る
戸

と
な
っ
て
い
る

出
入

口
の

近
辺

に
，
昇

降
機

及
び
便

所
の

場
所

が
容

易
に
確

認
で
き
る
案

内
板

等
が

設
置

さ
れ

て
い
る

乗
降

ロ
ビ
ー
は

水
平

で
，
１
５
０
c
m
×

１
５
０
c
m
以

上
あ
る
（
段

差
の

有
無

）

か
ご
の

奥
行

き
は

１
３
５
c
m
以

上
あ
る

床
面

は
滑

り
に
く
い
仕

上
げ
に
な
っ
て
い
る

手
す
り
が

設
置

さ
れ

て
い
る

（
踊

場
を
除

く
）

出
入

口
に
雨

よ
け
（
庇

等
）
が

あ
る

扉
の

前
後

に
水

平
部

分
を
設

け
て
い
る

（
１
５
０
c
m
以

上
）

乗
降

ロ
ビ
ー
に
昇

降
方

向
の

表
示

装
置

を
設

け
て
い
る

足
下

の
視

野
を
確

保
で
き
る
ミ
ラ
ー
が

設
置

さ
れ

て
い
る

洗
面

台
が

設
置

さ
れ

て
い
る

（
高

さ
７
０
c
m
程

度
）

バ
リ

ア
フ

リ
ー

に
関

す
る

調
査

集
計

表

出
入

口
幅

は
８
０
c
m
以

上
あ
る

出
入

口
前

に
は

車
い
す
が

転
回

で
き
る
空

間
が

あ
る

（
１
５
０
c
m
×

１
５
０
c
m
以

上
）

出
入

口
は

容
易

に
開

閉
で
き
る
構

造
（
引

き
戸

）
に
な
っ
て
い
る
か

段
が

識
別

し
や

す
く
な
っ
て
い
る

（
踏

面
の

端
部

と
そ
の

周
囲

の
部

分
と
の

色
の

明
度

，
色

相
又

は
彩

度
の

差
が

大
き
い
）

近
辺

に
標

識
が

設
置

さ
れ

て
い
る

出
入

口
幅

は
８
０
c
m
以

上
あ
る

か
ご
内

及
び
乗

降
ロ
ビ
ー
に
車

い
す
使

用
者

が
利

用
し
や

す
い
制

御
装

置
を
設

け
て
い
る

か
ご
内

及
び
乗

降
ロ
ビ
ー
に
か

ご
の

昇
降

方
向

を
知

ら
せ

る
音

声
装

置
を
設

け
て
い
る

フ
ロ
ア
の

最
も
遠

い
部

分
か

ら
の

距
離

が
６
０
m

以
内

で
あ
る

ト
イ
レ
の

近
辺

に
標

識
が

設
置

さ
れ

て
い
る

緊
急

呼
び
出

し
ボ
タ
ン
の

作
動

点
検

を
行

っ
て
い

る 手
す
り
の

点
検

を
行

っ
て
い
る

バ
リ
ア
ー
で
対

応
が

必
要

な
事

項

清
掃

は
行

き
と
ど
い
て
い
る

ト
イ
レ
内

に
荷

物
置

き
場

ま
た
は

フ
ッ
ク
が

設
置

さ
れ
て
い
る

緊
急

呼
び
出

し
ボ
タ
ン
が

設
置

さ
れ

て
い
る

フ
ロ
ア
の

最
も
遠

い
部

分
か

ら
の

距
離

が
５
０
m

以
内

で
あ
る

便
器

洗
浄

ボ
タ
ン
は

，
立

位
，
座

位
（
便

座
か

ら
，

車
い
す
か

ら
）
で
押

せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

出
入

口
ま
で
の

通
路

は
，
車

い
す
使

用
者

等
が

が
安

全
に
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

（
歩

車
道

の
分

離
又

は
区

画
表

示
等

）

歩
車

道
及

び
歩

道
の

路
面

は
滑

り
に
く
い
仕

上
げ
に
な
っ
て
い
る

出
入

口
ま
で
の

路
面

に
段

差
（
２
c
m
超

）
が

な
い

身
障

者
用

駐
車

場
(幅

３
５
０
c
m
以

上
）
が

設
置

さ
れ
て
い
る

（
専

用
の

標
示

が
あ
る
も
の

）

（
任

意
設

置
）
）

出
入

口
ま
で
の

路
面

に
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設

置
が

さ
れ

て
い
る

（
任

意
設

置
）
）

ス
ロ
ー
プ
床

面
に
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

設
置

さ
れ
て
い
る

出
入

口
の

階
段

に
手

す
り
を
設

置
し
て
い
る

（
階

段
　
蹴

上
げ
×

踏
面

×
段

数
）

ス
ロ
ー
プ
に
手

す
り
を
設

置
し
て
い
る

（
勾

配
１
/
１
２
以

下
で
高

さ
１
６
c
m
以

下
，
又

は
１

/
２
０
以

下
の

傾
斜

部
分

は
免

除
）

ス
ロ
ー
プ
の

周
辺

に
は

自
転

車
等

で
妨

げ
ら
れ

な
い
工

夫
が

さ
れ

て
い
る

幅
が

１
２
０
c
m
以

上
あ
る

（
階

段
併

設
の

場
合

は
９
０
c
m
以

上
）

勾
配

１
/
１
２
以

下
に
な
っ
て
い
る

（
高

さ
１
６
c
m
以

下
は

，
勾

配
１
/
８
以

下
）

高
さ
が

７
５
ｃ
ｍ
を
超

え
る
場

合
は

，
高

さ
７
５
c
m

以
内

ご
と
に
踏

幅
１
５
０
c
m
以

上
の

踊
場

を
設

け
て
い
る
（
勾

配
が

1
/
2
0
以

下
の

場
合

は
免

除
）

ス
ロ
ー
プ
は

滑
り
に
く
い
仕

上
げ
に
な
っ
て
い
る

ス
ロ
ー
プ
途

中
で
水

が
溜

ま
っ
た
り
，
タ
イ
ル

が
割

れ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

な
い

1
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バリアフリーに関するチエックシート（建物編） 用途 2017(H29) 9 13 水

部局等名 棟番号

本部 106

施設部位等 判定

1．通路 (メイン道路から出入口まで) ○ 2 階 ・・・

 （現況）

（幅員） 450

（歩車道）

その他を記入

（歩道）

その他を記入

（高さ）

（場所）

（台数）

（幅員）

（方式）

その他を記入

２．スロープ ／ 2

① ／ （高さ）

（高さ）

（材質）

（内法幅）

（階段併設）

（勾配）

（高さ）

（踏幅）

（高さ）

（仕上）

その他を記入

⑦ ／  （現況）

⑧ ／ （措置内容）

（方式）

その他を記入

スロープ途中で水が溜まったり，タイル
が割れたりしているところがない

⑨
（任意設置）
スロープ床面にロードヒーティングが設
置されている

／

スロープの周辺には自転車等で妨げら
れない工夫がされている

⑥
スロープは滑りにくい仕上げになってい
る

／

⑤

高さが７５ｃｍを超える場合は，高さ７５
cm以内ごとに踏幅１５０cm以上の踊場を
設けている
（勾配が1/20以下の場合は免除）

／

ｃｍ

ｃｍ

スロープの入り口に段差（２cm超）がな
い

ｃｍ

②
スロープに手すりを設置している
（勾配１/１２以下で高さ１６cm以下，又は
１/２０以下の傾斜部分は免除）

／

ｃｍ

④
勾配１/１２以下になっている
（高さ１６cm以下は，勾配１/８以下）

／

度

ｃｍ

③
幅が１２０cm以上ある
（階段併設の場合は９０cm以上）

／

ｃｍ

出入口までの通路は，車いす使用者等
が安全に通行できるようになっている
（歩車道の分離又は区画表示等）

○
ブリッジ

建物の何階を主たる出入口としたか⇒
2．スロープ
3．出入口
４．屋内階段に共通

階を主たる出入口としている

調査年月日

団地名 棟名称 調査者

札幌１ 百年記念会館 澤口

③
出入口までの路面に段差（２cm超）がな
い

○

ｃｍ

ｃｍ

②
歩車道及び歩道の路面は滑りにくい仕
上げになっている

○
タイル（インターロッキング含）

ブリッジ部分の床タイルがやや
すべる。

点検項目 現況（チェック欄）

参考：勾配
　1/12＝約４.８度
　1/8 ＝約７.１度
　1/20＝約２.９度

③一般開放・公開施設

④
身障者用駐車場(幅３５０cm以上）が設
置されている
（専用の標示があるもの）

×

台分
車道に掛からない位置に２台
程度の駐車スペースがある

ｃｍ

⑤
（任意設置）
出入口までの路面にロードヒーティング
が設置されている

○

電気式

特記事項

①

1 札幌１-106
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施設部位等 判定点検項目 現況（チェック欄） 特記事項

３．出入口 ○ 2

（高さ）

（材質）

（階段）
蹴上
ｃｍ

踏面
ｃｍ

段

② ○  （仕上材）

③ ○ （内法幅） 105 ｃｍ

（開閉方式）

（駆動方式）

⑤ ○ （水平部分） ｃｍ

⑥ ○ （設置状況）

⑦ △ （設置状況）

（方式）

その他を記入

扉の前後に水平部分を設けている
（１５０cm以上）

出入口に雨よけ（庇等）がある 躯体

出入口の近辺に，昇降機及び便所の場
所が容易に確認できる案内板等が設置
されている

視認しづらい。
身障者用トイレの
サイン無し

⑧
（任意設置）
出入口の階段にロードヒーティングが設
置されている

－

④
車いす使用者等が容易に開閉して通過
できる戸となっている

○

引き戸

192㎝

自動

タイル
階段の床面は滑りにくい仕上げになって
いる

①
出入口の階段に手すりを設置している
（階段　蹴上げ×踏面×段数）

－

ｃｍ

階段なし

階を主たる出入口としている

出入口の幅は８０cm以上ある

2 札幌１-106
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施設部位等 判定点検項目 現況（チェック欄） 特記事項

４．屋内階段 （出入口近辺の主たる屋内階段） ○ 2

（高さ） 80

（材質）

（現況）

② ○ （仕上材）

③ △  （現況）

／ 2

（高さ）

（材質）

（内法幅）

（階段併設）

（勾配）

（高さ）

（踏幅）

（高さ）

⑤ ／ （仕上）

⑥ ／ （現況）

６．昇降機 （２階建て以上の場合） ×

① － （標識）

② － （内法幅） ｃｍ

③ － （かご奥行き） ｃｍ

ｃｍ　ｘ ｃｍ

⑤ －

⑥ －

⑦ －

⑧ －

⑨ －

⑩ －

⑪ －

⑫ － （距離） ｍ

かご内及び乗降ロビーにかごの昇降方
向を知らせる音声装置を設けている

フロアの最も遠い部分からの距離が６０
m以内である

乗降ロビーに昇降方向の表示装置を設
けている

足下の視野を確保できるミラーが設置さ
れている

かご内に到着階，出入口閉鎖を知らせる
音声装置を設けている

かご内及び乗降ロビーに車いす使用者
が利用しやすい制御装置を設けている

制御装置は視覚障害者が円滑に操作で
きる　（点字表示）

（点字表示）

かご内に停止予定階，現在位置の表示
装置を設けている

かごの奥行きは１３５cm以上ある

④
乗降ロビーは水平で，１５０cm×１５０cm
以上ある（段差の有無）

－

（以下の場合）

（段差）

近辺に標識が設置されている 階段昇降機あり

出入口幅は８０cm以上ある

床面は滑りにくい仕上げになっている ビニル床シート

段が識別しやすくなっている
（踏面の端部とその周囲の部分との色の
明度，色相又は彩度の差が大きい）

赤い段鼻ノンスリップ設置されているが、全体的に暗い色と
なっている

①
手すりが設置されている
（踊場を除く）

○

ｃｍ

木

階を主たる出入口としている

５．屋内スロープ 階を主たる出入口としている

参考：勾配
 1/12＝約４.８度
 1/8 ＝約７.１度

①
スロープに手すりを設置している
（勾配１／１２以下で高さ１６cm以下の傾
斜部分は免除）

／

ｃｍ

②
幅が１２０cm以上ある
（階段併設の場合は９０cm以上）

／

ｃｍ

スロープは滑りにくい仕上げになってい
る

前後の廊下等と識別しやすい仕上げと
なっている

③
勾配１/１２以下になっている
（高さ１６cm以下は，勾配１/８以下）

／

度

ｃｍ

④
高さが７５ｃｍを超える場合は，高さ７５
cm以内ごとに踏幅１５０cm以上の踊場を
設けている

／

ｃｍ

ｃｍ

3 札幌１-106
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施設部位等 判定点検項目 現況（チェック欄） 特記事項

７．身障者用トイレ （箇所数） 1

設置場所のどこを
確認したか　⇒

１階 （設置場所）

① ○ （標識）

（開閉方式）

（駆動方式）

③ ○ （幅） 90 ｃｍ

④ ○ （空間） ｃｍ　ｘ 225 ｃｍ

⑤ △ （空間） 196 ｃｍ　ｘ 225 ｃｍ

（高さ） 42

（便座）

（手すり） 有

⑦ ○ （仕上材）

（種別）

その他を記入

⑨ ○ （発報先）

⑩ ×  （現況）

⑪ ○  （現況）

（高さ） 72

（水栓型式）

⑬ ○ （距離） ｍ

⑭ △  （現況）

⑮ ×  （現況）

⑯ ×  （現況）

８．その他

手すりの点検を行っている

（バリアーになっているも
の）

フロアの最も遠い部分からの距離が５０
m以内である

清掃は行きとどいている ベビーシートは行われていない。

緊急呼び出しボタンの作動点検を行って
いる

便器洗浄ボタンは，立位，座位（便座か
ら，車いすから）で押せるようになってい
る

ペーパーホルダーの上に設置されている

⑫
洗面台が設置されている
（高さ７０cm程度）

○

ｃｍ

自動水栓式

ベビーシートあり

緊急呼び出しボタンが設置されている ホールに発報のみ

緊急呼び出しボタンは転倒した場合にも
使用できるように，床面に近いところにも
設置されている

H=80㎝

⑧
トイレ内に荷物置き場またはフックが設
置されている

×

その他

⑥
車いす使用者が利用しやすい，腰掛便
座，手すり等が適切に設置されている
（便座の高さ　４０～４５cm程度）

○

ｃｍ

洗浄便座

出入口前には車いすが転回できる空間
がある
（１５０cm×１５０cm以上）

トイレ内は，車いす使用者の利用に十分
な空間が確保されている
（２００cm×２００cm以上）

支障は無い

トイレの近辺に標識が設置されている ピクトグラム

手動

床面は滑りにくい仕上げになっている ビニル床シート

○

１階　玄関ホール

出入口幅は８０cm以上ある

②
出入口は容易に開閉できる構造（引き
戸）になっているか

○

引き戸
電動でも
開閉することができる

4 札幌１-106
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①

③

①

・階段手すり（木製）が設置されている　　　H=８０ｃｍ

・出入り口の幅、１０５ｃｍ

・出入り口の外側は屋根がある

４．屋内階段 手すりが設置されている（踊場を除く）

・出入り口は自動扉（引き戸）

・出入り口まで専用の通路（ブリッジ）になっている ・現在、専用駐車場は設置されていない

・床面はタイル仕上げ、中央部分はロードヒーティングされている ・車道とブリッジの間は、専用駐車場が設置可能な緩衝エリアがある

･専用駐車場の設置が必要（２～３台分のスペースがある）

・通路に段差は無い

３．出入口 出入口の幅は80cm以上ある

１．通路 出入口までの通路は，車いす使用者等が安全に通行できるようになっている

5 札幌１-106
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③

①

①

・階段の壁にトイレの標識が設置されている ・1階ロビーに身障者用トイレの標識がある

・一般用のトイレの表示 ・緊急呼び出し装置が設置されている

・階段昇降機が設置されている

７．身障者用トイレ トイレの近辺に標識が設置されている

・階段昇降機の表示看板は設置されていない

・赤色のノンスリップが設置されている

・赤色のノンスリップであるが、全体が暗い

６．昇降機 近辺に標識が設置されている

４．屋内階段 段が識別しやすくなっている（踏面の端部とその周囲の部分との色の明度，色相又は彩度の差が大きい）

6 札幌１-106
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②

⑤

⑩

・緊急呼び出しボタンが設置されている ・緊急呼び出し装置のロビー側のインターホン

・ただし、床面に近い場所には設置されていない

・洗面台が設置されている ・内部に荷物置き場またはフックが設置されていない

・ベビー用ベッドが設置されており、荷物置き場の代替になる

７．身障者用トイレ 緊急呼び出しボタンは転倒した場合にも使用できるように，床面に近いところにも設置されている

・内部空間寸法（196*225ｃｍ）となっており、片面が４ｃｍ狭い ・床の仕上げ材はビニル床シート

・出入り口扉は電動式　引き戸　　外側 ・出入り口扉は電動式　引き戸　　内側　　開閉スイッチ

７．身障者用トイレ トイレ内は，車いす使用者の利用に十分な空間が確保されている（200cm×200cm以上）

７．身障者用トイレ 出入口は容易に開閉できる構造（引き戸）になっているか

7 札幌１-106
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バリアフリー整備年次計画
団
地
区
分

公
開
性

利
用
頻
度

緊
急
度

総
合
優
先
度

該当場所 項　　目 対 応 策

短
期
的
対
応

中
長
期
的
対
応

備　考

札幌1 3 4 中央食堂
出入口までの通路である歩道が途切れて
いる、また、歩道に段差がある

歩行者通路の区画線表示、及び、歩道の
段差解消

○

札幌1 3 4 中央食堂
出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 3 4 中央食堂
身障者用駐車場(幅３５０cm以上）が設置さ
れていない

身障者用駐車場(幅３５０cm以上）を設置 ○

札幌1 3 4 中央食堂 玄関スロープに手すりが設置されていない スロープに手すり設置 ○

札幌1 3 4 中央食堂
玄関スロープにロードヒーティングが設置さ
れていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 3 4 中央食堂
玄関出入口の階段に手すりが設置されて
いない

階段に手すり設置 ○

札幌1 3 4 中央食堂
出入口の階段にロードヒーティングが設置
されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 3 4 中央食堂
玄関出入口の扉が引き戸（自動ドア）になっ
ていない

出入口扉改修 ○

札幌1 3 4 中央食堂 建物にエレベータが設置されていない エレベータを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 3 4
ファカルティ
ハウス
　エンレイソウ

身障者用駐車場(幅３５０cm以上）が設置さ
れていない

身障者用駐車場(幅３５０cm以上）を設置 ○

札幌1 3 4
ファカルティ
ハウス
　エンレイソウ

室内階段の段が、識別しやすい仕上げと
なっていない

階段の床仕上げを改善 ○

札幌1 3 4
ファカルティ
ハウス
　エンレイソウ

建物にエレベータが設置されていない エレベータを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 3 4
ファカルティ
ハウス
　エンレイソウ

身障者用トイレ：荷物用フックが設置されて
いない

荷物用フックを設置 ○

札幌2 3 4
北部食堂
（福利厚生会館）

出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 4
北部食堂
（福利厚生会館）

玄関スロープにロードヒーティングが設置さ
れていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 4
北部食堂
（福利厚生会館）

玄関出入口の階段に手すりが設置されて
いない

階段に手すり設置 ○

札幌2 3 4
北部食堂
（福利厚生会館）

出入口の階段にロードヒーティングが設置
されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 4
北部食堂
（福利厚生会館）

出入口の近辺に識別しやすい標識が設置
されていない

標識を設置 ○

札幌1 3 4
北部食堂
（福利厚生会館）

室内階段の段が、識別しやすい仕上げと
なっていない（一部）

階段の床仕上げを一部改善 ○

札幌1 3 4
北部食堂
（福利厚生会館）

建物にエレベータが設置されていない エレベータを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 3 4
北部食堂
（福利厚生会館）

身障者用トイレが設置されていない 身障者用トイレを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 3 4
北キャンパス食堂
（福利厚生会館）

出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 3 4
北キャンパス食堂
（福利厚生会館）

身障者用駐車場(幅３５０cm以上）が設置さ
れていない

身障者用駐車場(幅３５０cm以上）を設置 ○

札幌1 3 4
北キャンパス食堂
（福利厚生会館）

出入口扉の前後の水平部分が寸法不足（１
５０ｃｍ未満）

１５０ｃｍ以上に改修 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 3 4
北キャンパス食堂
（福利厚生会館）

出入口の近辺に識別しやすい標識が設置
されていない

標識を設置 ○

札幌1 3 4 図書館本館
出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 3 4 図書館本館
屋外スロープの一部に勾配が１／１２以上
の箇所がある

ロードヒーティングが設置されているので現
状維持

○

札幌1 3 4 図書館本館
出入口の近辺に識別しやすい標識が設置
されていない

標識を設置 ○

札幌1 3 4 図書館本館
室内階段の段が、識別しやすい仕上げと
なっていない

階段の床仕上げを改善 ○

1
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バリアフリー整備年次計画
団
地
区
分

公
開
性

利
用
頻
度

緊
急
度

総
合
優
先
度

該当場所 項　　目 対 応 策

短
期
的
対
応

中
長
期
的
対
応

備　考

札幌1 3 4 図書館本館
エレベータの位置が容易にわかる標識が
設置されていない

標識を設置 ○

札幌2 3 3 E棟
出入口までの通路が，歩車道分離されてい
ない

歩行者通路の区画線表示 ○

札幌2 3 3 E棟
出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 3 E棟
身障者用駐車場(幅３５０cm以上）が設置さ
れていない

身障者用駐車場(幅３５０cm以上）を設置 ○

札幌2 3 3 E棟
玄関出入口の階段に手すりが設置されて
いない

階段に手すり設置 ○

札幌2 3 3 E棟
玄関出入口の階段にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 3 E棟
出入口の近辺に識別しやすい標識が設置
されていない

標識を設置 ○

札幌2 3 3 E棟 室内階段の手すりが一部不足している） 階段に手すりを追加設置 ○

札幌2 3 3 E棟
室内階段の段が、識別しやすい仕上げと
なっていない（一部）

階段の床仕上げを一部改善 ○

札幌2 3 3 E棟
エレベータの位置が容易にわかる標識が
設置されていない

標識を設置 ○

札幌2 3 3 E棟 エレベータの設備に一部不備がある エレベータの不足等設備を改善 ○ ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 3 Ｎ棟 建物にエレベータが設置されていない エレベータを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 3 Ｎ棟
身障者用トイレの位置がわかる標識が設置
されていない

標識を設置 ○

札幌2 3 3
示範教室
ラーニングシアター

渡り廊下スロープに手すりが設置されてい
ない

スロープに手すり設置 ○

札幌2 3 3
中講義室
（Ｓ棟）

出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 3
中講義室
（Ｓ棟）

玄関スロープにロードヒーティングが設置さ
れていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 3
中講義室
（Ｓ棟）

玄関出入口の階段に手すりが設置されて
いない

階段に手すり設置 ○

札幌2 3 3
中講義室
（Ｓ棟）

玄関出入口の階段にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 3
中講義室
（Ｓ棟）

玄関出入口の扉が引き戸（自動ドア）になっ
ていない

出入口扉改修 ○

札幌2 3 3
中講義室
（Ｓ棟）

出入口扉の前後の水平部分が寸法不足（１
５０ｃｍ未満）

１５０ｃｍ以上に改修 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 3
中講義室
（Ｓ棟）

出入口の近辺に識別しやすい標識が設置
されていない

標識を設置 ○

札幌2 3 3
中講義室
（Ｓ棟）

出入口に雨よけの庇が無い 雨よけの庇を設置 ○

札幌2 3 3
中講義室
（Ｓ棟）

建物にエレベータが設置されていない エレベータを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 3 3
中講義室
（Ｓ棟）

身障者トイレの扉が引き戸になっていない
現状維持
（構造上引き戸とすることはできない）

○

札幌2 2 3
北図書館
（旧館）

出入口までの通路に一部改善を要する箇
所がある

歩行者通路の区画線表示 ○

札幌2 2 3
北図書館
（旧館）

出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 2 3
北図書館
（旧館）

玄関出入口の階段に手すりが設置されて
いない

階段に手すり設置 ○

札幌2 2 3
北図書館
（旧館）

玄関出入口の階段にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 2 3
北図書館
（旧館）

室内階段の段が、識別しやすい仕上げと
なっていない（一部）

階段の床仕上げを一部改善 ○

2
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バリアフリー整備年次計画
団
地
区
分

公
開
性

利
用
頻
度

緊
急
度

総
合
優
先
度

該当場所 項　　目 対 応 策

短
期
的
対
応

中
長
期
的
対
応

備　考

札幌1 2 3 百年記念会館
前面道路の歩車道分離が不十分、及び、
身障者用駐車場が設置されていない

歩行者通路の区画線表示、
及び、身障者用駐車場の設置

○

札幌1 2 3 百年記念会館
出入口の近辺に識別しやすい標識が設置
されていない

標識を設置 ○

札幌1 2 3 百年記念会館
室内階段の段が、識別しやすい仕上げと
なっていない（一部）

階段の床仕上げを一部改善 ○

札幌1 2 3 百年記念会館 建物にエレベータが設置されていない エレベータを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 2 3 学術交流会館 前面道路の歩車道分離が不十分 歩行者通路の区画線表示 ○

札幌1 2 3 学術交流会館
出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 2 3 学術交流会館
玄関スロープに手すりが設置されていない
部分がある

スロープに手すりを追加設置 ○

札幌1 2 3 学術交流会館
玄関スロープにロードヒーティングが設置さ
れていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 2 3 学術交流会館
玄関出入口の階段に手すりが設置されて
いない

階段に手すり設置 ○

札幌1 2 3 学術交流会館
玄関出入口の階段にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 2 3 学術交流会館
室内階段の段が、識別しやすい仕上げと
なっていない（一部）

階段の床仕上げを一部改善 ○

札幌1 2 3 学術交流会館 エレベータの設備に一部不備がある エレベータの不足等設備を改善 ○ ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 2 3 クラーク会館
前面道路の歩車道分離が不十分、
歩道に段差がある、及び、身障者用駐車場
が設置されていない

歩行者通路の区画線表示、
歩道の段差解消、
及び、身障者用駐車場の設置

○

札幌1 2 3 クラーク会館
出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 2 3 クラーク会館 玄関スロープに手すりが設置されていない スロープに手すり設置 ○

札幌1 2 3 クラーク会館
玄関スロープにロードヒーティングが設置さ
れていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 2 3 クラーク会館
玄関出入口の階段に手すりが設置されて
いない

階段に手すり設置 ○

札幌1 2 3 クラーク会館
玄関出入口の階段にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌1 2 3 クラーク会館
室内階段の段が、識別しやすい仕上げと
なっていない（一部）

階段の床仕上げを一部改善 ○

札幌2 2 3 遠友学舎
駐車場からの通行経路である歩道に段差
がある、身障者用駐車場がない

歩道の段差解消、横断歩道の表示
駐車用駐車場を設置する

○

札幌2 2 3 遠友学舎
玄関出入口の階段に手すりが設置されて
いない

階段に手すり設置 ○

札幌2 2 3 情報教育館
通行経路の歩車道分離が一部不十分、身
障者用駐車場の標識がない

歩行者通路の区画線表示、
身障者用駐車場の標識を設置

○

札幌2 2 3 情報教育館
出入口までの通路にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 2 3 情報教育館
玄関出入口の階段に手すりが設置されて
いない

階段に手すりを設置 ○

札幌2 2 3 情報教育館
玄関出入口の階段にロードヒーティングが
設置されていない

ロードヒーティングを設置 ○
・整備⽅法、整備･維持管理に必要
な財源の検討が必要

札幌2 2 3 情報教育館 室内階段の手すりが一部不足している） 階段に手すりを追加設置 ○

○公開性・利⽤頻度・緊急度のポイント解説は、Ｐ12 6-3「施設整備の優先度」を参照
○総合優先度は、公開性・利⽤頻度・緊急度を総合的に判定した最終優先度を表す （ 優先度⾼いＡ 〜 優先度低いＤ ）
○短期的対応は、概ね５年を超えない期間内に改善を⽬指す事項
○中⻑期的対応は、概ね５年以上の期間を要する課題を持っている事項を表す
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その他 

 

ユニバーサルデザイン・バリアフリー検討グループ会議 

（平成２９年度）                     ◎事務担当 

 

●高等教育推進機構 

     伊 藤 康 弘  高等教育推進機構准教授 

 

●学務部   

藤 野 祐 一  学生支援課課長補佐 

 

●施設部 

長 井 一 夫  シニアマネージャー 

澤 口 哲 也  シニアマネージャー 

◎押 田   聡  施設整備課課長補佐 

長谷川   裕  環境配慮促進課サステイナブルキャンパス担当 
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